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田んぼダムの取組による 

温室効果ガス排出削減量の算定プログラム 

解 説 書 

～ 算 定 事 例 編 ～ 

1．北海道岩見沢市

2．山形県鶴岡市 

3．新潟県見附市 

4．兵庫県たつの市 

5．佐賀県神埼市 

※1.参考として北海道岩見沢市のみ、水田流出簡易計算プログラムの算定結
果シート(貼付)・出力シート(詳細版)も掲載。
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１．北海道岩見沢市 

田んぼダムの取組による温室効果ガス削減量の算定結果
◆地区の概要

◆温室効果ガス削減量の算定結果

tCO2/年

tCO2/年

tCO2/年

田んぼダム

ピークカット流量

取組全体面積

流出量抑制器具

既設利用落水口(桝)

700.0 ha

0.5 ha区画(1筆)当たり
標準面積

年温室効果ガス排出量

1.77

211.22

209.45

出力シート作成日　2025/5/15

田んぼダムによる年温室効果ガス削減量

区画(1筆)当たり

地区全体
ピークカット流量

代替施設の年排出量

田んぼダムの年排出量

項目

地区の位置図等概要の
分かる図や写真を張り付けてください。

流出量抑制器具構造や田んぼダムの取組内容の
分かる図面や写真を張り付けてください。

北海道地区名

[プラスチック製]

9.80 ｍ3/ｓ

0.007 ｍ3/ｓ/区画

三角セキ方式の機能一体型
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区画(1筆)当たりの水田からの流出量

時間雨量 田んぼダム無し 田んぼダム有り

区画(1筆)当たり
ピークカット流量
＝ 0.007 ｍ3/ｓ/区画

田んぼダムによる
年温室効果ガス削減量
＝ tCO2/年209.45
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２．山形県鶴岡市 

田んぼダムの取組による温室効果ガス削減量の算定結果
◆地区の概要

◆温室効果ガス削減量の算定結果

tCO2/年

tCO2/年

tCO2/年

田んぼダム

ピークカット流量

取組全体面積

流出量抑制器具

新設落水口(桝)

1059.0 ha

0.3 ha区画(1筆)当たり
標準面積

年温室効果ガス排出量

6.92

558.16

551.24

出力シート作成日　2025/5/15

田んぼダムによる年温室効果ガス削減量

区画(1筆)当たり

地区全体
ピークカット流量

代替施設の年排出量

田んぼダムの年排出量

項目

地区の位置図等概要の
分かる図や写真を張り付けてください。

流出量抑制器具構造や田んぼダムの取組内容の
分かる図面や写真を張り付けてください。

山形県地区名

[プラスチック製]

28.60 ｍ3/ｓ

0.008 ｍ3/ｓ/区画

門型セキ方式の機能一体型
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温室効果ガス排出量算定結果図
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区画(1筆)当たりの水田からの流出量

時間雨量 田んぼダム無し 田んぼダム有り

区画(1筆)当たり
ピークカット流量
＝ 0.008 ｍ3/ｓ/区画

田んぼダムによる
年温室効果ガス削減量
＝ tCO2/年551.24
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３．新潟県見附市

田んぼダムの取組による温室効果ガス削減量の算定結果
◆地区の概要

◆温室効果ガス削減量の算定結果

tCO2/年

tCO2/年

tCO2/年

出力シート作成日　2025/5/15

田んぼダムによる年温室効果ガス削減量

区画(1筆)当たり

地区全体
ピークカット流量

代替施設の年排出量

田んぼダムの年排出量

項目

新潟県地区名

[プラスチック製]

61.20 ｍ3/ｓ

0.038 ｍ3/ｓ/区画

コーン方式の機能分離型

年温室効果ガス排出量

13.58

1,291.17

1,277.59

田んぼダム

ピークカット流量

取組全体面積

流出量抑制器具

新設落水口(桝)

1200.0 ha

0.8 ha区画(1筆)当たり
標準面積

13.58

1,291.17
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温室効果ガス排出量算定結果図
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区画(1筆)当たりの水田からの流出量

時間雨量 田んぼダム無し 田んぼダム有り

区画(1筆)当たり
ピークカット流量
＝ 0.038 ｍ3/ｓ/区画

田んぼダムによる
年温室効果ガス削減量
＝ tCO2/年1,277.59
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４．兵庫県たつの市

田んぼダムの取組による温室効果ガス削減量の算定結果
◆地区の概要

◆温室効果ガス削減量の算定結果

tCO2/年

tCO2/年

tCO2/年

田んぼダム

ピークカット流量

取組全体面積

流出量抑制器具

既設利用落水口(桝)

480.0 ha

0.4 ha区画(1筆)当たり
標準面積

年温室効果ガス排出量

0.04

292.95

292.91

出力シート作成日　2025/5/15

田んぼダムによる年温室効果ガス削減量

区画(1筆)当たり

地区全体
ピークカット流量

代替施設の年排出量

田んぼダムの年排出量

項目

流出量抑制器具構造や田んぼダムの取組内容の
分かる図面や写真を張り付けてください。

兵庫県地区名

[木製]

13.40 ｍ3/ｓ

0.012 ｍ3/ｓ/区画

門型セキ方式の機能一体型
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温室効果ガス排出量算定結果図
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区画(1筆)当たりの水田からの流出量

時間雨量 田んぼダム無し 田んぼダム有り

区画(1筆)当たり
ピークカット流量
＝ 0.012 ｍ3/ｓ/区画

田んぼダムによる
年温室効果ガス削減量
＝ tCO2/年292.91
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５．佐賀県神埼市

田んぼダムの取組による温室効果ガス削減量の算定結果
◆地区の概要

◆温室効果ガス削減量の算定結果

tCO2/年

tCO2/年

tCO2/年

田んぼダム

ピークカット流量

取組全体面積

流出量抑制器具

既設利用落水口(桝)

774.0 ha

0.3 ha区画(1筆)当たり
標準面積

年温室効果ガス排出量

0.04

790.81

790.77

出力シート作成日　2025/5/15

田んぼダムによる年温室効果ガス削減量

区画(1筆)当たり

地区全体
ピークカット流量

代替施設の年排出量

田んぼダムの年排出量

項目

佐賀県地区名

[木製]

36.40 ｍ3/ｓ

0.014 ｍ3/ｓ/区画

三角セキ方式の機能一体型
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温室効果ガス排出量算定結果図
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区画(1筆)当たりの水田からの流出量

時間雨量 田んぼダム無し 田んぼダム有り

区画(1筆)当たり
ピークカット流量
＝ 0.014 ｍ3/ｓ/区画

田んぼダムによる
年温室効果ガス削減量
＝ tCO2/年790.77
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参考：北海道岩見沢市 入力シート、貼付シート、出力シート(詳細版)

◆温室効果ガス削減量の算定に係るユーザー入力項目
[田んぼダムの取組に係る入力項目]

700 ha
区画(一筆)当たりの諸条件

長辺長 100 m
短辺長 50 m
一筆面積 5000 ｍ2
畦畔高 0.40 m
畦畔上幅 0.80 m
畦畔の施工
落水口(桝)設置個数 2.0 箇所
落水口(桝)の施工

形式
材質
その他材質の場合の排出原単位 kgCO2/千円
作成費用 作成費の計上方法

地区実態 円/枚 1.

デフォルト値 5,000.0    円/枚

[田んぼダムの取組における維持管理に係る入力項目]

畦畔に係る維持管理 2.

畦畔塗り等の補修回数 回/年
畦畔塗り等の使用機械

落水口(桝)や流出量抑制器具の維持管理 3.

地区実態等の把握条件
見回りを行う場合に係る条件

見回り回数 回/年
見回りに係る走行距離 1.67 km/ha

水管理を行う場合に係る条件
水管理回数 回/年
水管理に係る走行距離 1.00 km/ha

増加する維持管理の合計回数 - 回/年
増加する維持管理の平均走行距離 - km/ha

[代替施設(排水機場)の算定に係る入力項目]

代替施設(排水機場)の算定条件

代替施設(排水機場)の揚程 2.15 m

[水田流出簡易計算プログラムを用いた算定結果に係る入力項目] ⇐算定には別途プログラムとして「水田流出簡易計算プログラム」が必要となります。

0.007   ｍ3/ｓ/区画
別途算定を行った場合 ｍ3/ｓ/区画

9.80 ｍ3/ｓ
ポンプ運転時間 9 hr

別途算定を行った場合 hr

ス
テ
ッ
プ
②

セルをクリックしてリストから任意項目を選択する

自動計算又は基準値のため入力しない

無し
地区内の標準的な区画(一筆)の畦畔上幅を記入して下さい。　[標準的な区画が複数ある場合は加重平均した値とする]
田んぼダム導入時における畦畔の施工(畦畔かさ上げ等)の有無について、セル選択後に▽で「有り」または「無し」を選択して下さい。
標準的な区画(一筆)の落水口(桝)設置個数を記入して下さい。　[標準的な区画が複数ある場合は加重平均した値を記入]

入力項目
田んぼダムの取組全体面積

【詳細算定】

入力内容の説明

標準的な区画(一筆)の畦畔高を記入して下さい。　[標準的な区画が複数ある場合は加重平均した値を記入する]

入力数値
対象地区における田んぼダムを計画している面積(水稲作付水掛り面積)を記入して下さい。

ユーザー入力項目

標準的な区画(一筆)の長辺長を記入して下さい。　[標準的な区画が複数ある場合は加重平均した値を記入する]
標準的な区画(一筆)の短辺長を記入して下さい。　[標準的な区画が複数ある場合は加重平均した値を記入する]

施工費 デフォルト値 円/基- 

機能一体型
プラスチック製

作成費用が不明(空欄または 0 )なため左記のデフォルト値で算定を行います。
器具作成費用について、費用が分かる場合は記入して下さい。　[不明な場合は、空欄又は「0」を記入する]

器具の代表的な材質について、セル選択後に▽で「木製」,「プラスチック製」,「その他材質」から選択して下さい。
材質が「その他材質」ではないため編集不要。

自動的に形式は選択されるため編集不要。

流出量抑制器具
器具の方式について、セル選択後に▽のリストから選択してください。 [器具方式はマニュアルP－10を参照]三角セキ方式器具の方式

ス
テ
ッ
プ
③

自動計算のため編集不要。
自動計算のため編集不要。　[計算は加重平均にて算出しています]

別途増加する畦畔塗り等の補修がないためのため編集不要。
通常の営農と異なり別途畦畔塗り等の補修を行う場合の回数を記入して下さい。 [別途補修を行わない場合は空欄または 0 を記入する]

近傍排水機場の揚程を記入して下さい。(不明な場合は初期入力値である「2.15」mとして下さい) [マニュアルP－15を参照]

ス
テ
ッ
プ
④

入力項目 入力数値

本項目については、「水田流出簡易計算プログラム」を用いずにポンプ運転時間を設定した場合に入力して下さい。[通常入力不要]

代替施設(排水機場)の
年間維持管理費

229   千円/ヶ所
なお、不明な場合は初期入力値である「765」千円/ヶ所から変更しないで下さい。　　[マニュアルP－15を参照]
近傍排水機場の入手可能な年度で直近5ヵ年程度を平均した年間維持管理費を記入して下さい。

入力項目
ス
テ
ッ
プ
⑤

地区全体におけるピークカット流量
「【貼付】別途プログラムの算定結果シート」での作業を行うことにより自動的に数値が変化します。

入力数値

本項目については、「水田流出簡易計算プログラム」を用いずにピークカット流量を算定した場合に入力して下さい。[通常入力不要]
区画(一筆)当たりピークカット流量

入力数値 入力内容の説明

トラクタ

「【貼付】別途プログラムの算定結果シート」での作業を行うことにより自動的に数値が変化します。

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 近傍排水機場における代表的なポンプ動力について、セル選択後に▽のリストから選択してください。代替施設(排水機場)の代表ポンプ動力

自動計算となります。　[ha当たりピークカット流量＝0.007(m3/s/区画)/0.5(区画面積 ha)＝0.014(m3/s/ha)]

別途必要となる見回り回数について、記入して下さい。　[見回りを行わない場合は空欄又は 0 を記入する]
増加する見回り管理はないため編集不要。 [記入済みの初期入力値は削除不要]

別途必要となる水管理回数について、記入して下さい。　[水管理を行わない場合は空欄又は 0 を記入する]
増加する水管理はないためのため編集不要。 [記入済みの初期入力値は削除不要]

入力内容の説明

入力内容の説明

把握可能 維持管理の把握について、セル選択後に▽のリストから選択してください。 [マニュアルP－13を参照]

入力項目

既設利用の有無 既設利用 田んぼダムの取組導入時の落水口(桝)の施工について、セル選択後に▽で「既設利用」または「新設」を選択して下さい。

地区実態1基当たりの 既設利用を行うため、施工は行わない。]

単独作成 器具の作成費用について、セル選択後に▽で「落水口(桝)施工に含む」または「単独施工」から選択してください。

円/基

任意変更可能(通常は入力しない)

地区名： 北海道

入力またはリストからの選択が必要な項目は
全てハイライトされていますので、灰色と
なっている項目については入力等行わない
で下さい。
また、入力内容の説明で「修正可」となって
いる項目については、任意で修正することが
出来ます。
なお、灰色となっている項目について、一
つ前の項目の入力・選択によってはハイラ
イトされますのでご注意下さい。(逆の場合
もあり)

5. ステップ⑤までの項目を入力または選択がで
きた場合【出力】シートをご確認下さい。
GHG削減量が算定されております。

対象地区名の記入を初めに行い、ハイライ
トされているステップを番号順に入力等の
作業を行って下さい。
なお、ハイライトされていない場合は入力が
省略されます。

各入力項目については、上から順に入力内
容の説明を読み入力してください。

算定プログラムの操作方法[簡易版]

凡  例

自動計算のため編集不要。 [区画(一筆)当たり面積＝ 0.5 ha]

ステップ①
【算定方法の選択】

既設利用を行うため、施工は行わない。

上の緑色のセルをクリック後に▽で
「簡易算定」or「詳細算定」を選択する

☆初めての場合は、「簡易算定」を推奨します☆
※算定方法はマニュアルP－4～5を参照

4. 必須入力項目[黄色セル]に記入済みの数値
は参考となる標準値を記載しています。
数値の設定が分からない場合などで記入済み
の数値をご利用下さい。
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